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1． 研究目的 

本研究では，コンクリートにポリマーセメントモルタルを打ち継ぐことで，部分断面修復を模擬した供試体を

作製し，鉄筋の分極特性の違いがマクロセル腐食に与える影響を評価した． 

2. 実験概要 

2.1 供試体の概要 

供試体の概略図を図－1 に示す．供試体の寸法は 100×100×400mm で，[A]部はポリマーセメントモルタル

(VeoVa系，P/C 6.0%)，[B]部はW/C 70%の塩化物イオンを含んだコンクリートである．塩化物イオンは塩化ナ

トリウムを細骨材の内割りで添加した．また，かぶり 25mm の位置に長さ 170mm，直径 28mm の市販の磨き

丸鋼を分割鉄筋として配置し，リード線 2本で導通した．供試体は，2.2に示す各要因の組み合わせにつき 1体

ずつ，計 10体作製した．作製した供試体，は材齢 28日まで湿布養生し，その後温度 20℃の恒温室に材齢 75日

まで静置した 1)．材齢 76 日以降は，2.2に示すように供試体毎に設置環境を変化させた．本稿では，材齢 76 日

以降の実験結果を評価した． 

2.2 実験要因 

  実験要因は，コンクリート中の塩化物イオン量と材齢 76 日以降の供試体の設置環境とした．塩化物イオン量

は，コンクリート 1m3中に 1kg，2kg，3kg，6kg，9kgの 5水準を，供試体の設置環境は表－1に示すように 2

水準設定した．なお，本研究では，コンクリート中の塩化物イオ

ン量と供試体の設置環境の影響のみを評価するために，断面修復

材の種類やコンクリートの配合等はすべての供試体で同一とした． 

2.3 測定項目および測定方法 

 測定項目は，分割鉄筋間を流れるマクロセル電流 2)，[A]部の鉄

筋のカソード分極曲線，[B]部の鉄筋のアノード分極曲線，[A]部，

[B]部の比抵抗とした．マクロセル電流は無抵抗電流計を用いて測

定した．鉄筋の分極曲線は ガルバノスタットを用いて電流を印加

し，電位の変化を IR補正機能を有する装置で測定した 3)．また，

比抵抗の測定には分極抵抗測定装置を用いた．なお，測定はす

べて 20℃の恒温環境で行った． 

3.  実験結果および考察 

3.1 マクロセル腐食速度 

 材齢 296 日におけるマクロセル腐食速度(以下，Imacro)を図－2

に示す．なお，Imacroは，測定したマクロセル電流量を鉄筋の表面

積で除して算出し，[B]部がマクロアノードとなる電流を正とした．

図より，Imacroは，塩化物イオン量が多いほど大きく，また，コン

クリート中の塩化物イオン量6kg/m
3以上の供試体では条件1の供

試体よりも高温多湿環境に設置された条件 2の供試体の方が大き 

図－1 供試体概略図 
(単位：mm) 

表－1 材齢76日以降の供試体の設置環境 

図－2 マクロセル腐食速度 
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かった．塩化物イオン量 2kg/m
3以下の供試体では，設置環境によらず

Imacroが非常に小さいことから，マクロセルが形成されているが有意で

はないと考えられる． 

3.2 鉄筋の分極曲線 

図－3は，[B]部の鉄筋のアノード分極曲線の塩化物イオン量による

違いを，図－4 は，同分極曲線の設置環境による違いを示している．

これより，コンクリート中の塩化物イオン量が多いほど，また，条件

1 の供試体よりも条件 2 の供試体の方が，同一塩化物イオン量におけ

るアノード分極曲線は電位が卑かつ電流密度が大きくなる方へシフト

している．一方，図－5に示すように[A]部の鉄筋のカソード分極曲線

には，[B]部のコンクリートの塩化物イオン量，供試体の設置環境によ

る明確な違いは認められなかった．これは，図－6に示す通り，[A]部

の比抵抗は[B]部の比抵抗と比較して非常に大きいことから，本研究で

使用したポリマーセメントモルタルは，設置環境の違いによらず，鉄

筋表面への溶存酸素の供給速度が小さいことが要因と考えられる．こ

こで，一般に，分極曲線において，マクロセル腐食はカソード部のカ

ソード分極曲線とアノード部のアノード分極曲線の交点で生じるとさ

れている 4)．以上より，図－7 に示す模式図からわかるように，本研

究では，断面修復部のカソード分極曲線には，設置環境による変化は

ほぼ認められなかった．そのため，コンクリート中の鉄筋のアノード

分極曲線が，塩化物イオン量と設置環境によって電位が卑かつ電流密

度が大きくなる方へシフトしたことで，3.1 で述べたようなマクロセ

ル腐食速度の違いが生じたと考えられる． 

4． 結論 

本研究で得られた主な結果をまとめて結論とする． 

(1) マクロセル腐食速度はコンクリート中の塩化物イオン量，供試体の

設置環境によって変化する． 

(2) 断面修復材に比抵抗の大きな材料を用いると，断面修復部のカソー

ド分極曲線は設置環境によらずほぼ変化しない． 

(3) 鉄筋の分極特性に着目することで，マクロセル腐食速度の変化を定

性的に明らかにすることができた． 

謝辞 実験の遂行にあたり，BASF ジャパン株式会社，株式会社ナカボ
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図－3 塩化物イオン量による 

    アノード分極曲線の違い 

図－4 設置環境による 

   アノード分極曲線の違い 

図－6 [A]部，[B]部の比抵抗 

図－7 分極曲線の変化に伴う Imacroの変化 

図－5 [A]部の鉄筋のカソード分極曲線 

図－5 塩化物イオン量によるアノード分極曲線の違い 
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